
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中学生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【イラストマークについて】        

                     

イラストマークは、本の背表紙にはってあります。本だなで本を選ぶときの参考にしてください。 

 

■中 学 生       ■高 校 生       ■物語ではない本 

 

上越市立図書館 読書週間推薦 
 

こどもの本ブックリスト ２０２１ 

           ～中学生・高校生向け～ 10 月 27 日～11 月 9 日は 

読書週間です 

 おなやみ相談部   

みうらかれん/著 十々夜/絵 講談社 2015 

私、八枝
や え

、中学１年生。担任の先生のすすめで、

誰かの役に立つのが活動っていう部活を立ち上

げることに…。でも、部員はまだ私ひとり。超毒

舌でクールな親友、佳乃
よ し の

ちゃんを誘ってみたけ

ど、やっぱり即答お断り！？ですよね。会話の掛

け合いも面白い、お悩み解決ストーリー。 

 

 １４歳、明日の時間割  

鈴木るりか/著 小学館 2018 

学校の時間割に見立てた短編小説集。各教科を

テーマに描く中学生たちの日常は、思い通りにい

かない事ばかり。それでも懸命に生きる姿にふと

笑えたり、涙が出たり…。 

中学生作家による、明るくて、でも繊細で清々

しい青春物語です。 

 

 リマ・トゥジュ・リマ・トゥジュ・トゥジュ  こまつあやこ/著 講談社 2018 

花岡
はなおか

沙
さ

弥
や

は中学２年生で、マレーシアからの帰国子女。学校で周りの目を気にしながら過ごす沙弥は、図

書委員の「督促女王」と呼ばれる佐藤先輩から、「ギンコウ」に誘われますが、それは一体…？ 

短歌の魅力や多文化についても感じられるお話です。タイトルの意味も、読んで確かめてみてください。 

 

 虹いろ図書館のへびおとこ  

櫻井とりお/著 河出書房新社 2019 

 いじめがきっかけで不登校になった、ほのか。

居場所を探してたどり着いた図書館で、本を読ん

だり、図書館の手伝いをしたり、いろいろな人と

出会う中で少しずつ前を向いていきます。  

 家や学校で悩みがあっても勇気づけてくれる

お話です。 

 未来の自分に出会える古書店   

齋藤孝/著 文藝春秋 2020 

中２のメッシ君と高２のゴッホ君兄弟は、近所

にできた古書店「人生堂」で店主のサイトウさん

に様々な思いをぶつけます。進路、恋、コンプレ

ックス…誰もが一度は抱く悩み。サイトウさんは

さりげないアドバイスとともに、何冊かの本を教

えてくれます。本は人生の道標になるのです。 

 

 



高校生 
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 ガラスの封筒と海と   

アレックス・シアラー/著 求龍堂 2017 

 トムの父親は船乗りでしたが、海難事故で命

を失っています。ある日「メッセージ イン ア 

ボトル」という曲をきいたトムは、ガラスの瓶

に入れた手紙を海に流そうと考えます。何本も

海に手紙を流すトム。待ち焦がれた返事は、自 

称「海に沈んだ船乗り」からの手紙でした。海 

との不思議な手紙のやりとりを続けるうちに、 

トムは「どんな言葉を送れば気持ちが伝わるの 

か？」と自分の心に向き合っていきます。 

  桜の森の満開の下  

坂口安吾/著 しきみ/絵 立東舎 2019 

「桜の森の満開の下の秘密は誰にも今も

分かりません。」 

新潟市出身の文豪、坂口安吾が描く、幻想

的な短編小説。イラストレーター、しきみさ

んが描くイラストが妖しさを増幅させます。 

昔、ある峠に住み着いた山賊は、行きかう

旅人を情け容赦なく襲って暮らしておりま

した。ある日、街道からさらってきた女と一

緒に暮らし始めたところ…。 

 

 

 

 

 

 

 働きたくないイタチと言葉がわかるロボット   

川添愛/著 花松あゆみ/絵 朝日出版社 2017 

働きたくないイタチたちは自分たちの代わりに何でもするロボットを作ろうともくろみます。「言葉が

わかる機械」を作り、改造を重ねていくうちに、成功率が高まっていきますが…。このイタチたちの物語

と、実際の「言葉を扱う人工知能」の話を交互に進めながら、「言語理解の難しさ」についてわかりやす

く説いていきます。ゴム版画によるイラストの挿絵も素敵です。 

 

 疾風の女子マネ！  

まはら三桃/著 小学館 2018 

 高校の部活選びで、咲
さく

良
ら

が志望したのは運動部

マネージャー。ある男子の走る姿に目を奪われ、

かっこいい男子狙いで陸上部のマネージャーに

なりました。でも入部早々、先輩のマネージャー

には「部内の恋愛は禁止だから」って言われてし

まいます。 

気付けば、選手の記録が伸びることを第一に考

えている咲良。部員との衝突や、様々な心の葛藤

を経験しながら成長していきます。 

付けば、選手の力になることだけを考えていた。

そんな姿がまぶしい爽快な青春小説です。 

 

 

 

 

 

 本を守ろうとする猫の話   

夏川草介/著 小学館 2017 

おじいさんが営む古書店で暮らす林太郎
りんたろう

。

おじいさんが突然、亡くなってしまい１人ぼ

っちに。ある日、呆然としている彼の前に、

翡翠
ひ す い

色の瞳のトラネコが現れ、「本を守れ」

「力を貸してほしい」と言ってきます。 

一見、頼りなさそうな林太郎と、聡明なク

ラス委員長の沙
さ

夜
よ

も巻き込んで「一匹＋ふた

り」の冒険がはじまります。ところで、「本

を守る」ってどういうこと？ 
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